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唾嵐ｷd--ｱｌクーゼ畑作の変動に＆ぶぽづ浪生溥り影會（そのよう
厖長々吝丸短丈〇岡弔伸子　岡劇遍

食　物　45

　目的　唾泉ｷ0^－フミラーセボフリマ･5.掟まぷジ鞘棄学的弑究声^j'く府/'■iめれいた声

米の芳のと｡り閑走性につりて訓? しんど解明行

傅哨化爾までヽめろことよ大当メ漱夕V砂りなかで油性t飢勅Z-tろ寥即こフミ衆討をμ

えて1fくゆ寮芦勿ろ巴考え。差家蔵t行加配

　方弧　d-アミラ-ど油匯測定池とし1ノ｀ﾌうμ／ス1 ククー湊、ジニトロ‘ワリ今ﾉﾚ雅語､乞

訊い工。唾衣j^バコ腔痢こ自犯に冷冷ミれう秀碓嵐限ｸゑ合嶮胤t私取、し、よく脱枠し八

のち、逝依々択して雨いた。

　如泉^嵐中φアミラーぢ刺生と産の営みの関連性にフx、康棚i口に鳶んT教相

打ヽの咀しヤぐ国政の釦)洒りゐ芦、蝸ヽ^Mより彦性戸和)こい巧Tに観告し似々
こで≒孝史険１ヽ･･にうに関退匯乞明確にづうμ久被兼名乙して健泉な同一年冷のか乱

生32ｸ名t£び、ふ了ミラーゼ活性や潮気√アンケート調t乙行刀り、再襖討t加^^L八。

活性り乎加齢3前回( 刀^ 帑、ト乱ヽに)乙近jえレた刀/mJp^ト乱ヽvc.則澗られjz．探肌レ

^雇羨勿剥乞利更したところ平均川ぼl じなD .弱耐生で吻うこ乙よン安静時の固肩唾衣

を採乱していうこ乙郭無むじt r~。了Ｊゲート調家μ泉にフ芝、肩息Ji欣えC ぷこ･､os)

ｔ行μ、たとこう、前追り咀し･やくに閔づ･5秘刄が屑られ鳶エ.5:らに鳶勅慄淮品を好も

人13、好了μ､つ人よジ活性は高りこ'乙、コーヒー、捧衆を好もん13、蒼乏でめ弓乙賂え尽

人より活性芦塞りこと芦琉あら九ｱﾋ。

A 89 Id"'りシ£と濠白質不足のラ･/ >の栓函こ及ば'す影響について

岩手大Ｊり

　目的　現代(7'表生通･･μ向をみると痛肪の摂靫か増如しt あし'),itこ佃i冶む加£喰＆

の摂収もふえ1 おり, 脂賀の皿織化物て"'わi>皿磁化脂質の増加と成ス痢との関係かヽ間原に

され7 きていi>。一方. ロネメ,の食生活ば向上していろかのよ剥こ見え-5 燃　諸将中ぺぶ

准物れ屋携ざ,れｶﾛｴ書島依存波の高い現代におヽいては一誓,こ凛白質のごり方ヤ脂肪とヒワ

ミン芒の摂取のﾉ,ヽ･ﾗyスの不均衡に間題があ5 ．濯自質刀不漏は肝壊死わ

それはどタミシ£ ^才加するこr によ')夥止で｀きることかヽヽ部告さ,卜ている。そこでネ湖菰

では低屈白, E欠え食をラットに叔今し咬然死をがこさせ，その原因についてさらド練紅

し, 現代の准生垢の留丸点としてヒ" 9 i ンE のこり方や紙冶,わ芒の重尊性S.確銭させるこ

とき召的とし刄
　方法　離乳直後の如ス7一系雄ラッ}を用い, ／肝をzがカゼ≒イン1/ E /タづ乖加し

コントロづし鮮とした　2声はぶ･ズガゼソン．VB 欠え, 3声は/びガセリンパV £ /のプ

添加，今磨は/げが乞リンパ／'E'A久　とし約/ク直感/飼育レに赤血球庫血乳血肩}コフ

■Tローノし４　渦鳶μ脂曾｛^≪僕。肝臓の肪釆の免｛あヽよび組截切片を作八し観察しr<.Iローノし｛．蘆鳶iと脂覚i0測吏，肝臓の酵素の足｛および組截切片?作

く

結果，ぶズカ包'6ン，び^χえ声はi%^卑,ま高ぐ血肩め＼コフェa ーノし量は蕭I< 池

血溥，肝鵬の湯敵化脂貿ば増加レた.
/がうｹe."Aン. /Eズえ瀞で･はぶ～7』から突が死すろし耐認められ'^、宍ぎ死すろ
直前の'h 例寸将iり抒樵能テ% ＼<7>蹄叉農常か?f られ，肝臓紐織切片r-ま行左性洙炉y^ らifへヽ

狐。


